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リ発生時の電流値を示した。この適正溶接電流範囲とし
て，開発鋼はDP鋼と同等の 2.0kA を確保している。 ま
た，表 4には合わせてこの電流範囲内における引張せん
断強度（TSS），十字引張強度（CTS）を示しているが，
開発鋼は，DP鋼と同等の継手強度を示していることが
わかる。

むすび＝ 高延性型 980MPa級高強度鋼板について，高伸
び達成の考え方および基礎的な成形性について紹介し
た。微細伸長オーステナイトおよび微細フェライトから
なる組織は，スポット溶接可能な炭素量での 980MPa 級
かつ高延性の実現を可能にした。
　成形性は，特に深絞り，張出成形性に優れ，またそれ
らの成形性が複合している形状でも優れた加工性を有し
ていることが確認できた。
　衝突安全性向上と軽量化の両立は今後とも重要な課題
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